












1. First report of Panton-Valentine leukocidin-positive 
methicillin-susceptible Staphylococcus aureus ST88 harbouring 
ΦSa2usa isolated from refractory breast abscesses in Japan. 
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1 症例目は 12 歳女児の難治性多発乳房膿瘍の症例で、膿瘍から分離された菌株







NK1119株は PVLおよび数個のエンテロトキシン遺伝子（sec, seh, sei, sel）が
陽性、TSST-1は陰性であった。遺伝子多型に基づく PVL遺伝子の型（ハプロタイ
プ）はR、PVLファージはΦSa2usaと同定された。遺伝子型はST88、spa-type t1245, 

























YM514-j 株は PVL および TSST-1 が陰性で、数個のエンテロトキシン遺伝子ク
ラスターを含むエンテロトキシン（様）遺伝子（seg, sei, sem, sen, seo, selu, selx, 
sely, selw）が陽性であった。遺伝子型は ST121、spa-type t5072, agr group IV、






株の Bbp では 3’末端に位置する SD繰り返し配列が短くなっており、その部分の
遺伝子配列が欠失したものと考えられた。本症例では Bbpの存在が関節炎の発症に
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認めた PVL ファージが ST88 では初の報告となるΦSa2usa であったこと、ST121
の Bbp は新規変異を有していたことも同時に報告した。病原因子の解析が管理方針
の決定に役立つ可能性が示唆された研究であると考えられる。 
以上より、本研究は、医学博士授与に値する業績と審査委員全員より評価を得た。 
 
 
 
 
